
ポイント：育苗期や定植後に、菌力アップでしっかりと発根促進しましょう。

ポイント：成り疲れ対策に、菌力アップ・糖力アップの混合施肥が効果的です。

時期 ステージ 商品名 10a施用量 備考

６月～ 育苗期 菌力アップ 100～200倍希釈　7日おきに潅水 活着、根張りの促進

五穀堆肥 ３０～５０袋

有機百倍 ８～１０袋 追肥可

鈴成 ８～１０袋 追肥可

９月 定植 菌力アップ 200倍希釈できるだけ頻繁に潅水 活着・根張りの促進

菌力アップ ５Ｌ（約200倍）　　7日おきに潅水 発根促進

糖力アップ ５ｋｇ（約200倍）　　　　　〃 収量増加、成り疲れ対策

コーソゴールド ５ｋｇ（約200倍）　　　　　〃 品質向上、病害虫耐性向上

※糖力アップはドリップ・点滴は使用できません。コーソゴールドは、葉面散布もOK

ポイント：育苗期や定植後に、菌力アップでしっかりと発根促進しましょう。

時期 ステージ 商品名 10a施用量 備考

育苗期 菌力アップ 100～200倍希釈　7日おきに潅水 活着、根張りの促進

五穀堆肥 ３０～５０袋

有機百倍 ８～１０袋 追肥可

鈴成 ３～５袋 追肥可

定植 菌力アップ 200倍希釈できるだけ頻繁に潅水 活着・根張りの促進

ポイント：鈴成、コーソゴールドの発酵リン酸で糖度・食味アップを図りましょう。

時期 ステージ 商品名 10a施用量 備考

五穀堆肥 ３０～５０袋

有機百倍 ３～５袋

鈴成 ３～５袋

菌力アップ ５Ｌを希釈して潅水　２～３回

有機百倍 ２～３袋

鈴成 ３～５袋

７～９月 コーソゴールド 500～600倍希釈葉面散布　４回以上

１１月 秋肥 有機百倍 ３～５袋

ポイント：菌力アップでガスわき、根いたみ、藻の発生を予防しましょう。

時期 ステージ 商品名 10a施用量 備考

有機百倍 ２～３袋 穂肥は１袋

菌力アップ １０～２０Ｌ　代かき前、または田植え後に水口から流す

６月 夏肥

水稲の栽培

５月 夏肥

まめ類、葉もの野菜の栽培

収穫期
（厳冬期）

元肥

みかんの栽培

４月 春肥

サンビオティック農業資材の使い方

いちご、果菜類の栽培

８月 元肥

１２月～３月


